
【Ⅰ．主な取り組み】

【Ⅱ．目標指標】
６年度

実績値 達成度 目標値   　　　 25　　     50　　　　75　 　 　100      125

ⅰ 29 55.9% 12

【Ⅲ．指標による評価】

ⅰ

施策評価調書（４年度実績）
施策コード Ⅱ－５－（１）

政策体系

　施策名　戦略的広報の推進 所管部局名 企画振興部 長期総合計画頁 101

　政策名　大分県ブランド力の向上 関係部局名 企画振興部、生活環境部、商工観光労働部、農林水産部

取組№ ① ② ③ ④

取組項目
世界的なスポーツイベントで得た経験等を

生かした海外広報の強化

指　　　　標
関連する
取組№

基準値 ４年度

取組項目
「おんせん県おおいた」の
イメージのさらなる浸透

信用力のある世界ブランド・
地域ブランドの活用

「おんせん県おおいた」の魅力向上と
シビックプライドの醸成

目標達成度（％）

年度 基準値 目標値

広報媒体の特徴を生かした
広報手法の最適化

取組№ ⑤

地域ブランド調査（魅力度ランキング）（位）
①②③
④⑤

H26 22 14

評価 理　　　　由　　　　等 平均評価

著しく
不十分

　「おんせん県おおいた」のイメージ浸透のため、パブリシティ活動やWeb・SNSによる情報発信などに取り組んだが、R4年度の魅力度ランキングは全国
29位で、目標値を達成することができなかった。

著しく
不十分



【Ⅳ．指標以外の観点からの評価】 【Ⅴ．施策を構成する主要事業】

⑤

【Ⅵ．施策に対する意見・提言】

【Ⅶ．総合評価と今後の施策展開について】

取組
№

指標以外の観点からの評価
取組
№

事業名（４年度事業）
事務事業評価

 成果指標の達成率（％） 掲載頁

①

・本県最大の強みである「温泉」をさらにPRするため、「温泉×宇宙」の
コンテンツ「宇宙ノオンセン県オオイタ」プロモーションを展開し、PR動画
（Youtube約68万回再生）、Webサイト（新規ユーザー約6万人獲得）等を
通して、本県の認知度向上を図ることができた。

①③
④⑤

おおいたブランド戦略強化事業 55.9 254

②

祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク推進事業 254.7 68

237

③

・首都圏等のメディアに対して、取材誘致（メディアコンタクト）を実施し、
約156億円の活動広告換算費を獲得するなど、効果的なパブリシティ活
動を実施できた。
・Webサイト「We are Oitan」では、本県ゆかりの偉人等の記事を30本制
作・配信（約33万PV）し、郷土愛醸成が図られた。

②

・ジオパークの体験ワークショップイベント及び体験科学講座の実施等
による情報発信を行い認知度向上や普及啓発を図った。
・ユネスコエコパークの認知度向上のため、オフィシャルアーティストに
よる情報発信を行うとともに、県内エリア3市の宿泊施設の改修など受
入環境の整備を支援した。
・七島藺を軸としたPR活動を実施したことにより、メディア掲載の機会創
出に繋がった。また、七島藺については、全国メディアで3回紹介される
こととなり、大きなPR効果を発揮することができた。（メディア掲載、放送
件数：41件）

おおいたジオパーク推進事業 128.0 69

世界農業遺産ファンド推進事業 74.5 194

インバウンド推進事業 9.9

総合評価 施策展開の具体的内容

Ｃ
・本県最大の強みである「温泉」と話題性のある「宇宙」を組み合わせた「宇宙ノオンセン県オオイタ」のプロモーションをはじめ、温泉だけではない本県の魅力につ
いても、ターゲットに応じた効果的な媒体選定などにより積極的に情報発信していく。また、外部副業人材（クリエイティブ戦略アドバイザー等）との連携により、デジ
タルマーケティングの活用推進も含めたデジタル化への対応なども進め、本県の魅力度・認知度向上に努める。

⑤

・水際対策の段階的な緩和を受け、10の国・地域に設置した戦略パート
ナーを活用し、商談会など現地での誘客活動を積極的に実施した。
・情報発信の強化を行い、新たに留学生を活用した観光動画の発信に
も取り組んだ。

④
・Webサイト「edit Oita」では、「温泉＋α」の魅力を伝える記事を62本制
作・配信（約143万PV）し、コアターゲットである首都圏在住の20～44代
女性における本県の認知拡大につながった。

○第7回「安心・活力・発展プラン2015」推進委員会（R4.8）
・温泉だけでなく、大分の人物（女将さんなど）もPRしたら良い。
・日本で大分県だけが食・温泉に強い訳ではないので、それだけでは勝負できない。食・温泉の
豊かさを基本としつつも、別の独自の価値（例：多種多様な文化や歴史、県民の人柄、温暖な気
候　など）をもっとアピールすべきだし、さらにそれらを磨き上げていかねばならない。


